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■
「
千
代
の
園
」
千
代
の

園
酒
造
（
山
鹿
市
、
本
田
雅

晴
社
長
）
■
温
泉
で
も
有
名

な
山
鹿
（
や
ま
が
）。
歌
舞

伎
や
芝
居
が
か
か
る
国
指
定

重
要
文
化
財
「
八
千
代
座
」

試
し
て
も
ら
っ
た
。

　

販
売
し
た
「
限
定
新
酒
」

は
熊
本
尽
く
し
。
県
産
華
錦

を
使
い
熊
本
酵
母
で
醸
し
た

純
米
酒
「
独
特
の
若
々
し
い

酸
味
や
果
実
味
が
感
じ
ら
れ

る
」。
生
酒
は
大
き
め
の
グ

ラ
ス
に
六
分
目
程
度
注
い
で

ご
賞
味
を
、
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
。「
グ
ラ
ス
の
上
の
空

間
が
風
味
を
味
わ
う
の
に
役

立
つ
」。

　

開
幕
に
あ
た
り
本
田
社
長

が
「
こ
の
冬
は
非
常
に
寒
く

い
い
お
酒
が
出
来
て
い
る
。

　

千
代
の
園
酒
造
の
創
業
は

明
治
29
年
（
１
８
９
６
）。

普
通
酒
全
盛
の
昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）、
純
米
酒
醸
造

に
取
り
組
ん
だ
先
駆
け
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
特
約
酒
販

店
が
販
売
す
る
銘
酒「
泰
斗
」

醸
造
元
。
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
醸
出
酒
が
楽
し
め
る
「
酒

蔵
の
片
隅
で 

角
打
ち
」
も

人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　
『
新
酒
ま
つ
り
』
10
時
～

14
時
30
分
に
は
約
３
５
０
０

人
が
来
場
し
た
。

工
夫
し
て
い
る
の
で
存
分

に
、
千
代
の
園
の
お
酒
、
地

瓶
詰
）
が
販

売
さ
れ
、
杯

売
り
を
求
め

る
列
も
途
切

れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。

　

当
日
は
膨

大
な
酒
造
関

連
資
料
を
収

蔵
す
る
瑞
鷹

酒
蔵
資
料
館

も
開
放
さ
れ

た
。

　

好
天
に
も

恵
ま
れ
例
年

以
上
の
来

場
。
吉
村
社

長
は「
ま
だ
、

新
酒
を
初
め

て
飲
ま
れ
て

そ
の
美
味
し
さ
に
驚
か
れ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
語

り
、
時
々
の
日
本
酒
の
魅
力

に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
を
地

道
に
つ
く
っ
て
い
く
考
え
。

熟
成
酒
も
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
秋
季
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ

て
い
る
。

理
に
使
う
伝
統
酒
「
東
肥
赤

酒
」も
醸
造
。
明
治
の
初
め
、

熊
本
の
酒
が
ほ
と
ん
ど
赤
酒

だ
っ
た
時
代
に
、
創
業
者
吉

村
太
八
氏
が
い
ち
早
く
清
酒

の
醸
造
に
挑
ん
だ
蔵
元
で
も

あ
る
。

　

蔵
元
は
Ｊ
Ｒ
川
尻
駅
近

か
来
れ
な
い
、
そ
れ
だ
け
に

特
別
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
新
漬
高
菜
・

ふ
菜
や
き
・
あ
か
牛
串
焼
き
・

馬
す
じ
煮
込
み
・
油
あ
げ
・

竹
の
子
天
ぷ
ら
・
ヤ
マ
メ
塩

焼
き
・
揚
げ
蒲
鉾
・
山
菜
お

こ
わ
、
ホ
ル
モ
ン
鉄
板
焼
・

豚
汁
・
唐
揚
げ
・
鶏
炭
火
焼
・

肉
巻
き
お
に
ぎ
り
・
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
・
ビ
ー
フ
オ
ー
バ
ー

ラ
イ
ス
・
饅
頭
…
と
馳
走
も

果
て
し
な
い
。
ふ
菜
や
き
は

阿
蘇
高
菜
を
油
で
炒
め
薄
い

が
近
く
に
あ
る
。
山
鹿
市
内

に
は
同
社
に
加
え
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
イ

ス
キ
ー
蒸
留
所
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
醸
造
所
が
揃
う
美
酒

の
メ
ッ
カ
と
し
て
も
注
目
さ

れ
、
巡
る
ツ
ア
ー
の
実
施
な

ど
４
酒
造
と
地
域
が
連
携
し

魅
力
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
動
し
て
い
る
。

新
酒
を
は
じ
め
大
吟
醸
と
か

色
ん
な
お
酒
が
飲
め
る
よ
う

　

当
日
は
瑞
鷹
前
の
川
尻
蔵

前
通
り
が
歩
行
者
天
国
と
な

り
、
模
擬
店
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
で
日
本
酒
に
合

う
馳
走
も
満
載
の
な
か
賑
わ

い
を
極
め
た
。

　
「
瑞
鷹 

本
醸
造 

し
ぼ
り

た
て
生
新
酒
」（
７
４
０
㎖

い
増
幅
を
目
指
し
、
瑞
鷹
新

酒
蔵
出
し
市
を
は
じ
め
、
開

懐
世
利
六
菓
匠
（
か
わ
せ
り

ろ
っ
か
し
ょ
う
）「
和
菓
子

ふ
れ
あ
い
絵
巻
」、
川
尻
各

寺
「
お
寺 de 

フ
ェ
ス
タ
」

な
ど
が
同
日
開
催
さ
れ
て
い

る
。

だ
さ
っ
た
の
が
本
田
代
表
。

酒
造
組
合
の
ト
ッ
プ
と
し
て

県
内
の
日
本
酒
・
焼
酎
の
蔵

元
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
登

録
が
決
ま
る
夜
中
の
３
時
ご

ろ
に
乾
杯
し
よ
う
と
、
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
は

熊
本
だ
け
だ
っ
た
の
で
翌
日

は
熊
本
で
乾
杯
の
ニ
ュ
ー
ス

が
席
巻
し
、
さ
す
が
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
と
思
っ
た
。

今
日
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大

い
に
千
代
の
園
の
美
味
し
い

お
酒
と
、
豊
前
街
道
に
あ
る

山
鹿
の
恵
み
を
堪
能
し
た

い
」。

　

■
「
瑞
鷹
（
ず
い
よ
う
）」

瑞
鷹
（
熊
本
市
、
吉
村
朋
晃

社
長
）
■
慶
応
３
年
（
１
８

６
７
）
創
業
。
屠
蘇
酒
や
調

ち
帰
り
の
た
め
の
販
売
は
し

な
い
」。

　

３
月
９
日
11
～
15
時
、
一

帯
は
約
４
５
０
０
人
の
来
場

で
ご
っ
た
返
し
た
。
バ
ス
ツ

ア
ー
で
訪
れ
る
一
行
も
年
々

増
加
。
熊
本
市
内
の
酒
販
店

は
毎
年
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、

お
客
さ
ん
に
最
高
の
体
験
を

提
供
し
て
い
る
。
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
を
伴
い
福
岡
か
ら

初
参
加
の
女
性
は
「
蔵
の
こ

と
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

交
通
の
便
と
か
で
な
か
な
か

実
現
し
な
か
っ
た
。
な
か
な

域
連
携
で
催
す
『
新
酒
と
ふ

る
さ
と
の
味
ま
つ
り
』（
実

行
委
主
催
、
事
務
局
・
山
村

酒
造
内
）
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
が
あ
っ
た
。
２
月
８
日
～

３
月
９
日
開
催
同
ま
つ
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
。

　
「
阿
蘇
高
森
に
は
阿
蘇
外

輪
山
が
生
み
出
す
柔
ら
か
で

清
ら
か
な
山
水
と
、
雄
大
な

自
然
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る

素
朴
で
あ
り
な
が
ら
美
味
し

い
食
文
化
が
根
付
い
て
い

る
」。
１
カ
月
に
わ
た
る
ロ

ン
グ
ラ
ン
の
ま
つ
り
期
間
中

は
、
町
内
の
飲
食
店
や
宿
泊

施
設
な
ど
で
「
霊
山
（
れ
い

ざ
ん
）
新
酒
」
と
、
高
森
な

ら
で
は
の
旬
食
美
食
が
提
供

さ
れ
る
。「
新
酒
は
非
加
熱

の
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
生

酒
。
町
外
持
ち
出
し
や
お
持

　

■
「
れ
い
ざ
ん
」
山
村
酒

造
（
阿
蘇
郡
高
森
町
、
山
村

唯
夫
社
長
）
■
阿
蘇
五
岳
の

ひ
と
つ
根
子
岳
の
南
側
、
標

高
５
５
０
ｍ
に
あ
る
蔵
元

で
、宝
暦
12
年
（
１
７
６
２
）

創
業
。
現
在
の
酒
蔵
は
万
延

元
年
（
１
８
６
０
）
建
造
。

清
涼
の
夏
、
極
寒
の
冬
、
清

冽
な
伏
流
水
と
酒
造
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
。

　

酒
蔵
が
あ
る
阿
蘇
郡
高
森

町
の
町
交
流
セ
ン
タ
ー
で
地

　
「
１
コ
イ
ン
で
お
得
に
飲

め
る
」
飲
み
比
べ
コ
ー
ナ
ー

は
チ
ケ
ッ
ト
制
、
３
枚
綴
り

税
込
５
０
０
円
。
５
種
か
ら

選
び
１
杯
約
１
０
０
㎖
を
、

２
枚
で
香
り
華
や
か
「
純

米
大
吟
醸 

朱
盃
（
し
ゅ
は

い
）」、
ほ
か
４
種
＝
▽
冬
限

定
「
純
米
し
ぼ
り
た
て
生
原

酒
」▽
う
す
に
ご
り
生
酒「
純

米
吟
醸
あ
ら
ば
し
り
」
▽
料

理
と
好
相
性
「
純
米
吟
醸 

朱
盃 

翼
（
よ
く
）」
▽
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
13
％
「
吟
醸
酒 

昊
（
そ
ら
）」
＝
は
１
枚
で

元
の
飲
食
店
の
食
も
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
同
社
の

赤
酒
を
使
っ
た
味
噌
角
煮
う

ま
み
ポ
ー
ク
な
ど
も
販
売
さ

れ
た
。

　

乾
杯
の
発
声
を
熊
本
県

の
木
村
敬
知
事
が
行
っ
た
。

「
新
酒
の
あ
ら
ば
し
り
の
良

い
香
り
が
し
て
も
う
酔
っ
た

感
じ
。
去
年
は
こ
の
期
間
は

知
事
選
で
来
れ
な
か
っ
た
か

ら
、今
年
は
来
れ
て
嬉
し
い
。

去
年
は
日
本
の
伝
統
的
酒
造

り
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

そ
の
際
に
一
番
頑
張
っ
て
く

く
。川
尻
の
春
の
風
物
詩「
川

尻
蔵
前
通
り
祭 

瑞
鷹
新
酒

蔵
出
し
市
」
11
時
～
14
時
30

分
に
は
約
２
５
０
０
人
が
来

場
し
た
。

　

同
祭
は
実
行
委
（
川
尻
商

店
街
連
合
会
・
瑞
鷹
・
出
店

各
社
）
主
催
。
川
尻
の
賑
わ

小
麦
粉
生
地
で
包
み
焼
き
し

た
ク
レ
ー
プ
の
よ
う
。

　

日
本
酒
は
霊
山
新
酒
樽
酒

の
み
。
木
枡
付
き
１
杯
５
０

０
円
、
追
加
１
杯
３
０
０

円
。
他
所
で
は
見
ら
れ
な
い

の
が
、
枡
を
タ
ッ
パ
ー
に
入

れ
樽
か
ら
汲
ま
れ
る
酒
を
待

つ
風
景
。
こ
ぼ
れ
て
も
大
丈

夫
、
む
し
ろ
こ
ぼ
し
て
と
い

う
願
い
か
ら
、
そ
う
し
て
い

る
。
中
に
は
枡
の
高
さ
を
超

え
る
大
型
タ
ッ
パ
ー
の
人

も
。
枡
が
酒
の
中
に
沈
む
よ

う
な
と
こ
ろ
ま
で
の
こ
ぼ
れ

は
な
い
の
に
、
そ
こ
ま
で
貪

欲
だ
。
枡
か
ら
の
あ
ふ
れ
に

満
足
な
表
情
。
同
社
蔵
人
に

感
謝
の
言
葉
が
重
ね
に
重
ね

ら
れ
た
。

　

酌
み
に
酌
み
４
斗
樽
12

本
、
７
２
０
㎖
瓶
換
算
約
１

２
０
０
本
分
の
新
酒
樽
酒
が

空
い
た
。

 

【
福
岡
】
倉
松
酒
販
（
倉

松
聰
社
長
、
北
九
州
市
）

が
３
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
小
倉

駅
近
く
の
Ａ
Ｉ
Ｍ
（
ア
ジ

ア
太
平
洋
イ
ン
ポ
ー
ト

マ
ー
ト
）
ビ
ル
で
『
焼
酎

祭
りin

北
九
州
』
を
開

催
し
た
、
初
。
焼
酎
の
需

要
喚
起
の
契
機
に
な
れ
ば

と
企
画
。
ス
タ
ン
ド
形
式

で
の
試
飲
会
で
、
炭
酸
割

り
（
焼
酎
ハ
イ
ボ
ー
ル
）

を
メ
イ
ン
提
案
と
し
た
。

　

九
州
・
沖
縄
の
本
格
焼

酎
・
泡
盛
の
蔵
元
24
社
＝

紅
乙
女
酒
造
・
研
醸
・
壱

岐
の
蔵
酒
造
・
八
鹿
酒
造
・

高
橋
酒
造
・
佐
藤
焼
酎
製

造
場
・
さ
つ
ま
無
双
・
山

元
酒
造
・
若
潮
酒
造
・
出

水
酒
造
・
知
覧
醸
造
・
小

鹿
酒
造
・
濵
田
酒
造
・
霧

ば
明
日
か
ら
が
始
ま
り
」

と
意
欲
を
示
し
た
。

　

同
社
は
地
酒
の
品
揃

え
、
販
売
促
進
を
誇
る
専

門
卸
。
北
九
州
エ
リ
ア
は

地
酒
販
売
・
地
酒
愛
飲
の

次
ブ
ー
ム
。
対
話
形
式
で
タ

ス
ク
を
処
理
す
る
対
話
型
Ａ

Ｉ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
生
成
を
目

的
と
し
て
開
発
さ
れ
、
学
習

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
か
ら
テ
キ
ス

ト
、
画
像
、
音
楽
、
動
画
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
な
ど
を

生
成
す
る
こ
と
が
可
能
」。

　

以
下
な
ど
が
出
来
る
こ
と

だ
。
▽
一
般
知
識
に
基
づ

き
、
幅
広
い
ト
ピ
ッ
ク
の
質

問
に
答
え
る
▽
ブ
ロ
グ
記

事
、
メ
ー
ル
、
報
告
書
な
ど

の
執
筆
を
サ
ポ
ー
ト
▽
簡
単

な
言
語
間
の
翻
訳
▽
文
章
を

よ
り
良
く
し
た
り
、
長
く
し

た
り
、
短
く
す
る
な
ど
▽
創

造
的
な
ア
イ
デ
ア
出
し
を
サ

ポ
ー
ト
。

　

一
方
出
来
な
い
こ
と
が
あ

　

２
月
27
日Zoom

で
経

営
活
性
化
支
援
研
修
『
Ａ

Ｉ
を
も
っ
と
身
近
に
！
～

ChatGPT

活
用
の
第
一
歩

～
』
が
あ
っ
た
。
熊
本
国
税

局
が
主
催
し
た
も
の
で
、
鹿

児
島
県
酒
造
組
合
員
を
対
象

に
実
施
。
20
社
69
人
が
参
加

し
た
。

　
「
世
界
中
で
生
成
Ａ
Ｉ
が

仕
事
の
効
率
を
劇
的
に
変
え

て
い
る
。
そ
こ
でChatGPT

の
基
本
的
な
操
作
方
法
を
習

得
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
へ
の

可
能
性
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
企
画
。
㈱

CoCoDigi

代
表
取
締
役
の

富
田
貴
子
さ
ん
が
講
師
を
務

め
た
。

　

Ａ
Ｉ
の
開
発
は
１
９
５
０

年
に
始
ま
り
、
現
在
は
第
４

イ
ボ
ー
ル
は
有
効
で
、
さ

ら
に
多
く
の
蔵
元
の
焼
酎

ハ
イ
ボ
ー
ル
を
飲
み
比
べ

で
き
る
こ
と
で
、
各
蔵
の

個
性
や
魅
力
が
ア
ピ
ー
ル

し
や
す
い
と
の
見
方
だ
っ

た
。

　

あ
る
蔵
元
社
長
は
「
炭

酸
割
り
そ
の
も
の
の
Ｐ
Ｒ

だ
け
で
は
な
く
、
自
社
の

様
々
な
焼
酎
を
試
し
て
い

た
だ
く
貴
重
な
機
会
で
、

お
客
様
が
求
め
て
い
る
も

の
の
変
化
を
捉
え
、
そ
れ

に
応
じ
た
飲
み
方
と
か
料

理
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
提

案
す
る
こ
と
で
新
た
な
ア

プ
ロ
ー
チ
も
で
き
る
」
と

話
し
た
。

　

酒
販
店
主
の
一
人
は

「
今
や
若
い
人
た
ち
へ
の

ア
ピ
ー
ル
で
炭
酸
割
り
は

が
新
た
な
商
材
を
見
い
出

す
契
機
に
な
れ
ば
、と
も
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
蔵
元
関
係

者
が
お
客
さ
ん
と
対
話
を

重
ね
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
。
北
九
州
エ
リ
ア
の
人

た
ち
は
蔵
元
と
知
り
合
い

に
な
る
こ
と
を
求
め
、
そ

の
こ
と
を
自
慢
す
る
こ
と

で
〝
自
分
発
信
〟
す
る
人

が
多
い
の
だ
と
い
う
。

　

同
社
は
今
年
５
月
18
日

（
日
）
13
～
16
時
、
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
な

ど
が
行
わ
れ
る
ミ
ク
ニ

ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
北

九
州
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
、
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
か
ら
徒

歩
10
分
）
で
『
全
国
蔵
め

ぐ
りin

北
九
州
』
を
開

催
す
る
予
定
。
日
本
酒
蔵

を
は
じ
め
、
日
本
ワ
イ
ン

ワ
イ
ナ
リ
ー
、
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
溜

所
な
ど
も
出
展
の
も
よ
う

だ
。

プ
ト
」
が
あ
る
。
①
ス
テ
ッ

プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
で
教
え
て

②
〇
〇
の
専
門
家
と
し
て
答

え
て
③
例
題
を
含
め
て
説
明

し
て
④
〇
〇
〇
字
以
内
に
し

て
⑤
要
約
し
て
⑥
添
削
し
て

⑦
構
成
し
て
⑧
〇
〇
語
に
翻

訳
し
て
⑨
〇
〇
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
⑩

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
⑪
箇
条

お
じ
い
ち
ゃ
ん
博
士
ら
し
く

○
○
じ
ゃ
○
○
な
の
じ
ゃ
に

し
て
く
だ
さ
い
、
な
ど
で
求

め
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
「
情
報
収
集
や
整
理
は
Ａ

Ｉ
の
得
意
分
野
。
任
せ
れ
ば

時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
」。

＃
命
令
＝
あ
な
た
は
焼
酎
製

造
の
商
品
企
画
課
の
社
員
で

す
、
新
し
い
商
品
の
企
画
を

考
え
て
い
ま
す
。
想
定
さ
れ

る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
予
想
し
て

く
だ
さ
い
＃
タ
イ
ト
ル
＝
初

め
て
の
焼
酎
デ
ビ
ュ
ー
＃
制

約
条
件
＝
具
体
的
な
性
別
と

年
齢
層
の
組
み
合
わ
せ
を
３

つ
想
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
分
析
、
広
告
戦
略
の
最
適

化
な
ど
、
焼
酎
の
販
促
活
動

にChatGPT 

を
活
用
で
き

る
。
特
に
商
品
説
明
の
自
動

生
成
や
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
ご

と
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策

を
考
え
る
の
に
有
効
。
新
商

品
の
コ
ン
セ
プ
ト
開
発
や
、

島
酒
造
・
白
露
酒
造
・
櫻

の
郷
酒
造
・
田
苑
酒
造
・

指
宿
酒
造
・
小
正
醸
造
・

大
石
酒
造
・
大
海
酒
造
・

大
口
酒
造
・
天
の
川
酒
造
・

比
嘉
酒
造
＝
が
出
展
、
約

１
０
０
種
の
商
品
を
揃
え

た
。

　

同
日
11
～
13
時
・
14
～

16
時
の
２
部
構
成
。
前
売

チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
完

全
予
約
制
（
１
枚
２
０
０

０
円
）
で
一
般
客
や
飲
食

店
関
係
者
約
３
０
０
人
が

来
場
し
た
。
酒
販
店
関
係

者
に
関
し
て
は
無
料
、
10

～
11
時
「
優
先
入
場
」
商

談
時
間
を
設
け
、
50
人
ほ

ど
が
参
加
し
た
。

　

出
展
蔵
・
酒
販
店
と
も

に
、
焼
酎
の
消
費
者
等
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
焼
酎
ハ

先
進
地
と
し
て
知
ら
れ

る
。
日
本
名
門
酒
会
支
部

卸
で
も
あ
り
フ
ァ
ン
が
集

う
会
な
ど
を
催
す
一
方
、

取
引
先
蔵
元
を
一
堂
に
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
積
極

的
に
開
催
し

て
い
る
。

　

倉
松
社
長

は
、
焼
酎
市

場
は
全
体
的

に
は
低
迷
し

て
い
る
と
指

摘
。「
ま
だ

ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
銘

柄
が
多
く
、

試
飲
を
通
じ

そ
れ
ぞ
れ
の

蔵
元
の
焼
酎

の
魅
力
ま
で

感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
。

再
び
焼
酎
を

盛
り
上
げ
た

い
」
と
語
っ

た
。
飲
食
店

る
＝
▽
デ
バ
イ
ス
の
操
作
や

物
理
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
▽
医

療
や
法
的
な
専
門
ア
ド
バ
イ

ス
▽
複
雑
な
倫
理
的
判
断
や

意
思
決
定
▽
物
理
的
な
体
験

や
経
験
に
基
づ
く
回
答
。
ま

た
誤
っ
た
情
報
を
提
供
す
る

可
能
性
が
あ
っ
た
り
、
安
全

性
に
配
慮
し
つ
つ
も
全
て
が

適
切
と
は
限
ら
な
い
。

　

メ
イ
ン
画
面
と
機
能
を
説

明
し
た
。
無
料
の
も
の
が
あ

り
、
有
料
で
画
像
や
動
画
に

及
ぶ
な
ど
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

が
で
き
る
。

　

使
い
こ
な
す
に
は
命
令
文

（
プ
ロ
ン
プ
ト
）
が
重
要
。

具
体
的
な
プ
ロ
ン
プ
ト
だ
と

回
答
も
具
体
的
に
な
る
」。

Ａ
Ｉ
の
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
技
法
「
ひ
と
言
プ
ロ
ン

及
せ
ず
に
＃
条
件
＝
相
手
に

寄
り
添
っ
て
相
手
の
気
持
ち

が
収
ま
る
よ
う
丁
寧
に
心
を

込
め
た
内
容
で
、
ご
不
満
や

ク
レ
ー
ム
と
い
う
言
葉
は
使

用
禁
止
で
す
＃
ク
レ
ー
ム
内

容
＝
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
購

入
し
た
洋
服
の
サ
イ
ズ
感
や

色
が
ま
っ
た
く
違
い
、
非
常

に
が
っ
か
り
で
す
、
返
品
・

交
換
も
送
料
自
己
負
担
で
さ

ら
に
げ
ん
な
り
で
す
＃
出
力

方
法
＝
メ
ー
ル
で
送
る
の
で

タ
イ
ト
ル
と
文
章
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
な
ど
で

よ
く
見
か
け
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
（
よ

く
あ
る
質
問
）
も
一
瞬
で
作

成
で
き
る
」。
焼
酎
に
関
す

る
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
、
＃
制
約
条
件

＝
生
徒
の
質
問
は
小
学
生
低

学
年
の
口
調
に
し
て
く
だ
さ

い
、
焼
酎
博
士
の
答
え
は
子

供
が
わ
か
り
や
す
い
表
現
に

し
て
く
だ
さ
い
、
博
士
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
、
口
調
は

欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
飲

食
店
へ
の
提
案
と
し
て
一

つ
の
と
っ
か
か
り
に
も
な

る
。
酒
屋
と
し
て
は
知
っ

て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な

く
、
売
っ
て
こ
そ
。
い
わ

書
き
に
し
て

⑫
テ
ー
ブ
ル

（
表
）
形
式
で

出
力
し
て
⑬

よ
く
あ
る
質

問
と
回
答
を

提
供
し
て
。

　

回
答
の
精

度
を
上
げ
る

た
め
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー

ク
（
枠
組
み
）

が
あ
る
。
深

津
式
プ
ロ
ン

プ
ト
だ
と
こ

ん
な
感
じ
。

「
ク
レ
ー
ム
へ
の
返
信
メ
ー

ル
を
書
き
た
い
」場
合
、＃
命

令
＝
あ
な
た
は
ク
レ
ー
ム
対

応
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
お
詫
び

の
文
面
を
前
提
や
条
件
を
考

慮
し
つ
つ
書
い
て
く
だ
さ
い

＃
前
提
＝
返
金
や
交
換
、
追

加
の
手
間
は
極
力
さ
け
た
い

け
れ
ど
、
こ
れ
は
決
し
て
言

焼
酎
の
飲
み
方
の
提
案
に
も

活
用
で
き
る
。
観
光
・
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト

も
」
プ
ロ
ン
プ
ト
例
＝
▽
若

者
向
け
の
芋
焼
酎
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
５
つ
考
え
て
▽
芋
焼
酎
の

特
徴
を
簡
単
に
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。
お
湯
割
り
に
合
う

こ
と
を
強
調
し
て
く
だ
さ
い

▽
女
性
向
け
の
新
し
い
焼
酎

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
て
く

だ
さ
い
▽
酒
蔵
見
学
ツ
ア
ー

の
説
明
文
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

　

参
加
受
講
者
が
自
身
の
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
使
っ
て

み
た
。

　
「
Ａ
Ｉ
に
入
力
し
た
内
容

は
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
は
学

習
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
」
の
で
機
密
情
報
を
入
力

し
な
い
よ
う
注
意
し
た
。
正

し
そ
う
に
見
え
る
け
ど
間

違
っ
た
情
報
も
あ
る
、
と
も

付
言
し
た
。

　
【
熊
本
】
熊
本
酵
母
の
発
見
実
用
な
ど
吟
醸
酒
造
り
の
礎
が
築
か
れ
た
熊
本
県
は
、
球
磨
焼
酎
な
ど
本
格
焼
酎

と
と
も
に
國
酒
・
日
本
酒
の
銘
醸
地
。 

熊
本
酒
造
組
合
に
加
盟
す
る
10
者
＝
▽
香
露
▽
瑞
鷹
▽
通
潤
▽
花
の
香

▽
千
代
の
園
▽
美
少
年
▽
れ
い
ざ
ん
▽
七
歩
蛇
▽
亀
萬
▽
和
田
志
ら
露
＝
に
よ
り
醸
さ
れ
、
令
和
６
年
１
～
12
月

課
税
移
出
数
量
は
９
８
２
㎘（
約
５
千
石
）。日
本
の
伝
統
的
酒
造
り
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
の
際
に
は
、

蔵
元
関
係
者
ら
が
夜
中
に
組
合
会
館
に
集
ま
り
登
録
の
瞬
間
に
乾
杯
し
喜
び
と
誇
り
を
強
烈
に
発
信
し
た
。
３
月

９
日（
日
）に
は
県
内
３
蔵
が
一
斉
に
蔵
開
き
等
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し〝
日
本
酒
銘
醸
〟熊
本
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

〝
日
本
酒
銘
醸
〟
熊
本

３
蔵
一
斉
、
蔵
開
き
等
イ
ベ
ン
ト

「
千
代
の
園
」

多
彩
な
日
本
酒

チ
ケ
ッ
ト
制
で

「
瑞
鷹
」

賑
わ
い
極
め
る

新
酒
蔵
出
し
市

「
れ
い
ざ
ん
」

ふ
る
さ
と
の
味

新
酒
樽
酒
映
え

木村県知事の発声で乾杯

24
蔵
、
炭
酸
割
り
提
案

倉
松
酒
販
『
焼
酎
祭
りin

北
九
州
』

Ａ
Ｉ
も
っ
と
身
近
に
！

熊
本
局
が
経
営

活
性
化
支
援
研
修

鹿
県
酒
造
組
合
員
対
象

瑞
鷹
吉
村
社
長
㊧
と
木
村
熊
本
県
知
事

酌
み
に
酌
ん
だ
霊
山
新
酒
樽
酒
。
枡
か
ら
の
〝
こ
ぼ
れ
〟
に
笑
顔
㊤

瑞
鷹
酒
蔵
資
料
館
も
開
放
。
熊
本
酒
造
史

を
感
じ
て
も
ら
っ
た
。「
有
名
な
吟
醸
酵
母

で
あ
る
九
号
酵
母
の
開
発
で
今
日
全
国
に

知
ら
れ
る
株
式
会
社
熊
本
県
酒
造
研
究
所

は
、
川
尻
町
下
町
の
弊
社
（
大
嶋
屋
）
敷

地
を
提
供
し
て
明
治
四
十
一
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
…
」


